
用
光

年
末
年
始
の
お
ま
つ
り

加
納
天
満
宮
に
お
き
ま
し
て
は
、
年
末
年
始
の
祭
典
を
左
記
の
よ
う
に
執
り
行
い
ま
す
。

皆
様
方
の
初
謂
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
年
が
よ
き
年
で
あ
り
ま
す
事
ス

ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
拝
負
だ
さ
い
。

十
二
月
二
十
一
日

（水
）

午
後
四
時

新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
罪
磯
れ
を
祓
い
清
め
る

（年
越
の
大
祓
）

こ
の
一
年
の
無
事
に
感
謝
し
、
新
年
を
お
迎
え
す
る
お
祭
り

一　
月
　
一　
日

（木
）

午
前
八
時

　

一九
旦
祭

　

新
年
を
祝
い
、
よ
き
年
で
あ
る
よ
う
祈
念
す
る
お
祭
り

一

月

四

日

Ξ

午
前
九
時

　

お
鏡
開
き

元
旦
祭
に
お
供
え
し
た
お
鏡
併
を
氏
子
の
方
々
に
お
配
り
す
る

一　
月

七
　
日

（水
）

午
前
八
時
半

七
草
祭

月

十
二
日

（見
）

午
前
八
時
半

成
人
祭

月

十
五
日

（本
）

午
前
八
時
半

左
義
長

新
春
の
青
菜
を
お
供
え
す
る
お
祭
り

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
お
祭
り

月
次
祭

お
正
月
の
問
松
や
古
い
御
神
札
を
お
焚
き
上
げ
す
る
神
事

そ
の
己
賞
一で
お
鏡
併
を
焼
い
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
年
は
病
気
に
な
ら
な
い
と
い
う

一
月
半
ば
の
日
の
お
祭
り

一
月
一
日
は
日
本
国
の
祝
日
で
す
。
国
旗
を
掲
げ
て
お
祝
い
致
し
ま
し
よ
う

令
和
七
年
十
一
月
二
十
三
日

加
納
天
満
官
宮
司

林

　

康
司

氏
子
総
代
　

様

氏
子
晨需
磐
口
様

大

祓

除
約嬢



口
　

覧

新
春
初
詣
祈
祷
の
ご
案
内

令
和
八
年
の
お
正
月
に
、
加
納
天
満
宮
ご
本
殿
に
お
き
ま
し
て
、
左
記
の
と
お
り
新
春
初
詣
祈
祷
を
執
り
行
い
ま

す
。
新
し
い
年
が
よ
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
参
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
春
初
詣
祈
祷
初
穂
料
は
三
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
祈
祷
の
後
、
お
守
り
・
記
念
品
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

一　
初
詣
祈
祷
の
期
間

令
和
八
年

一
月

一
日
か
ら

一
月
末
日
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

加
納
天
満
宮
ご
本
殿
の
中
で
行
い
ま
す
。

三
千
円

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
初
詣
祈
祷
は

一
月
末
日
ま
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
七
年
十

一
月
二
十
三
日

加
納
天
満
官
宮
司
　
林
　
康
司

氏
子
崇
敬
者
　
様

一　
初
詣
祈
祷
の
場
所

初
詣
祈
祷
初
穂
料

言ロ
ロL」
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令
和
八
年

開
運
招
福

運
気
上
昇

心
願
成
就

今
年
も
佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
御
参
拝
く
だ
さ
い
。

※
初
穂
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

春

初

詣

券

初
詣
祈
襦
　
一
月

一
日
よ
り
十
五
日
ま
で

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

加

納

令
和
八
年

新
春

初

詣

参

拝

申

込

書

（参
拝
初
穂
料
　
金
参
千
円
）

御

住

所

町
　
　
　
丁
目

申

込

者

御

芳

名

シ
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左
義
長
に
つ
い
て
の
お
願
い

一
月
十
五
日
は
左
義
長
の
日
で
す
。
左
義
長
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
古
い
御
神
札

（お
ふ
だ
）
や
お
守
り
、
お
正
月
に
飾
っ
た
し
め
一猥

ＨＨ駅
詮
ｙ
島
内
で
焚
・き

上
げ
ま
す
。
そ
の
火
は
年
神
さ
ま
の
送
り
火
で
あ
り
、
そ
の
煙
や
灰
は
、　
一年
間
の
様
々
な
”
厄
を
祓
い
清
め
、
浄
化
す
る
も
の
と
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般
に
家
庭
に
生
ず
る
ゴ
ミ
等
矛
焼
却
す
る
と
、
ゴ
ミ
の
中
に
あ
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
等
が
、
他
の
有
機
物
と
結
合
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
ユ象
翠
ｔ
、
日金
日の
ホ
ル
モ
ン

系
に
作
用
し
て
、
悪
影
響

（公
壼
じ
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
義
長
が
公
害
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
いス

左
義
長
が
天
蒲
宮
の
神
事
と
し
工
全
↑
伝
え
ら
」れ

て
い
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
義
長
に
当
っ
て
左
記
の
こ
と
を
是
非
と
も
お
守
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一　
十
箋
長
で
お
焚
■
ム
げ
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

・古
い
獅職
∬
共
お
ふ
だ
）、
お
守
り
、
し
め
な
わ
、
門
松
等

二

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
も
の
は
、
燃
や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
お
守
等
は
、
社
務
所
に
納
め
て
下
さ
い
。

・塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
国思
Ｋ
菫
人
持
参
さ
れ
た
場
合
は
、
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。）

三

正
月
の
鏡
餅

（パ
ッ
」孟
じ
、
一企
船
黎
左
義
長
に
関
係
な
い
物
を
投
棄
し
な
い
で
下
さ
い
。

○
種
類
別
に
置
　
　
　
　
け
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
置
い
て
下
さ
い
。
倉
菌

○
十
塾
軍
一は
、
令
和
八
年
一月
十
五
日

宋
Ｙ
霊
剛
九
時
よ
り
境
内
で
行
い
ま
す
。
年
後
二
壁
？
。
矧
例
ヨ
団
回
副
刷
創
判
馴
引刷
「
劇
劃
日
劃
刺
「¶
日測
「

○
油
朴
周
辺
に
お
住
ま
い
の
臨墓
体
へ
の
影
警
二
τ
ヽ
お
焚
下
上
Ｆ
の
時
間
を
短

し
て
お
り
ま
す
。
何
一餘

繊鰐
あ
程
お
願
い
申
し
ム
げ
ま
す
。

△覇
七
年
十
一月
二
士
二
日

加
製

遭
冨
雷
司

林

　

康
司

氏
重

需
磐
Ｈ
各
位

回

瞥


